
『おたくは“つくれる文具屋さん”と謳（うた）っちょってですが、 一体どんとな事が

出来てんですかいのぉ？』というお問合せをよく頂戴いたします。今回はこの質

問に対して、素朴且つ実直にお応えしましょう。木阪賞文堂は柳井市の小さな文房

具店です。扱っている商材は、こだわらなければどんなところでも購入できるも

のばかりです。そんな中で木阪賞文堂が少し変わっているのは『つくれる文具屋さ

ん』であることかもしれませんねぇ。既存の文房具を只右から左へ販売するだけ

ではなく、文房具に知恵と技術と感性を加えて、地元のみなさんの夢や想いをカ

タチにしたい(作・造・創)・・・そんなことを目指している文房具屋さんです。こんとな

事までしてんですかっ！？と驚く方の何と多いことか・・・ 

リクエストがあれば、出来る限りの事を実行しますが、無理な場合は『出来ません

っ！』と言いますけぇ、でもまぁいろいろと相談してみて下さいまし。少量こそ大歓

迎です。“消費者の立場”で、又ある時は“アドバイザー”としてご提案しちょります。

＊詳細ページはこちらへ 

http://www.sirakabe.com/jiturei.html 

 

★ 当店のモットー 

当店の全ての商品・サービスを通じてお客様を幸せにすることであります。 

 

【ご参考：作成事例】（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

【追記】 

なっ、何と、中国経済産業局の定期刊行誌“めてぃちゅうごく”2008 年 4 月号に、この度

木阪賞文堂の記事が延々6頁にわたり掲載されることになりました。 

 ＊この記事はこちらからご覧いただけます 

http://www.sirakabe.com/publicity-img/meti_chugoku2008-04.pdf 

 

皆さんは、柳井ｸﾞﾘｰﾝﾏﾝｼｮﾝ前の 文房具屋さん“木阪賞文堂”をご存知ですか? 

♪賞文堂の唄♪ 
（S53 年「西遊記」のテーマ、 

ガンダーラの替え歌で） 

そこに行けば 

夢や想いを、カタチにしてくれるよ 

誰も皆、足が向いちゃう 

特別なモノがある訳じゃないのに 

その店の名は 賞文堂 

中央三丁目にあるユ－トピア 

どうして行きたくなるのか 

教えて欲しい 

賞文堂、賞文堂 

They say it is creative stationery shop

賞文堂、賞文堂 

つくれる文具屋さん 賞文堂♪ 
(作詞;しらかべエイタロウ)

「つくれる文具屋さん」で検

索すれば、ヤフーもグーグ

ルもトップで掲載されるホ

ームページ。毎日御覧頂き

たいのです。 

(左上から)賞状、ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞ、

ﾁｹｯﾄ付名刺、社名入ﾏｸﾞﾈｯﾄｼｰ

ﾄ、刺繍入ﾊﾝﾄﾞﾀｵﾙ、ｻｲﾝﾎﾟｰﾙ、

耐水性ｼｰﾙ、横断幕、盾・・何

かあったら相談してみてね。


